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◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
内
容
）「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
平
成
22
年
３
月
31

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
東

秩
父
村
税
条
例
・
東
秩
父
村
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
の
で
、
専
決
処
分
を

行
い
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休

暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

（
内
容
）
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者

の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

及
び
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て

◆
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

６
月
村
議
会
定
例
会
報
告

６
月
村
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
左
記
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
等

数
の
減
少
に
つ
い
て

◆
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て

（
内
容
）
市
町
村
合
併
に
伴
う
構
成

団
体
の
減
少
に
よ
る
埼
玉
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
、
並
び

に
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
及
び
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
７
２
０
７
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
18

億
２
０
７
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の
大
久
根
宏
氏
（
安

戸
）
が
平
成
22
年
７
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
同
氏
を

再
度
任
命
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

人
事
案
件

　

田
議
員

質
問　

和
紙
の
里
萱
葺
き
民
家
に
つ

い
て

　

移
築
し
て
か
ら
屋
根
の
葺
き
替
え

を
し
て
い
る
か
。

答
弁　

昭
和
61
・
62
年
度
で
移
築
復

元
し
て
か
ら
、
平
成
７
年
に
１
度
葺

き
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
位
の
間
隔
で
葺
き
替
え
を
計

画
し
て
い
る
か
。

答
弁　

一
説
で
は
、
20
年
以
上
は
持

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
が
生

活
し
て
空
気
を
還
流
さ
せ
て
い
る
場

合
の
話
で
、
そ
の
状
態
に
近
づ
け
る

た
め
に
、
２
日
お
き
位
に
囲
炉
裏
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
害

虫
の
被
害
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
南

側
に
山
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
湿

度
が
高
く
、
寿
命
を
短
く
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

全
面
葺
き
替
え
に
は
、
ど
の
位
の

修
繕
費
が
か
か
る
か
。

答
弁　

前
回
９
５
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
は
県
費
補
助
を
２

分
の
１
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
３
月

10
日
の
雪
害
で
大
き
く
痛
み
、
緊
急

一
般
質
問

に
対
応
し
た
い
と
考
え
、
県
へ
協
議

し
た
結
果
、
来
年
度
補
助
と
い
う
こ

と
で
内
諾
を
得
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
方
が
、
経
費
節
減
の
た
め

に
萱
を
蓄
え
て
お
き
、
使
用
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁　

前
回
の
時
も
、
そ
の
よ
う
な

計
画
で
大
量
の
萱
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
萱
と
職
人
は
一
体
と
い
う
こ
と

で
使
っ
て
も
ら
え
ず
、
処
分
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
途
中
で
の

一
部
葺
き
替
え
は
、
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
足
場
等

の
経
費
を
考
え
る
と
割
高
に
な
っ
て
、

村
の
負
担
が
増
大
し
て
し
ま
う
の
で
、

今
の
方
法
が
最
善
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

民
家
に
接
近
し
て
い
る
裏
山
の
樹

木
が
湿
気
を
与
え
日
が
当
た
ら
な
い

た
め
、
乾
燥
を
妨
げ
、
萱
葺
き
屋
根

の
劣
化
を
早
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
裏
山
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
。

答
弁　

所
有
者
に
伺
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

質
問　

村
の
歴
史
を
Ｄ
V
Ｄ
に

（
内
容
）
歴
史
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
の

世
界
を
、
語
り
部
の
皆
様
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
し
、

後
世
に
残
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

重
要
な
こ
と
と
考
え
ま
す
が
、

情
報
の
収
集
と
整
理
、
記
録
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
と
、
職
員
が
片
手
間
で
行
う
に

は
膨
大
な
手
間
が
か
か
り
、
当
然
予

算
も
必
要
な
事
で
す
の
で
、
現
段
階

で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
島
議
員

質
問　

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

（
内
容
）
近
い
将
来
、
入
学
児
童
数

が
東
西
合
わ
せ
て
一
桁
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
子
供
達
の
心
身

の
成
長
を
考
え
た
と
き
、
東
西
小
学

校
の
統
合
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

白
石
分
校
、
大
内
沢
分
校
の
休
校

の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
問
題
点
に
つ
い

て答
弁　

ど
ち
ら
も
少
子
化
を
要
因
と

し
て
、
地
域
と
保
護
者
お
よ
び
行
政

の
話
し
合
い
で
合
意
し
、
実
現
し
た

も
の
で
、
問
題
点
は
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

他
町
村
の
学
校
統
合
の
例
お
よ
び

そ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て

答
弁　

平
成
16
年
３
月
に
旧
都
幾
川

村
の
大
椚
第
一
小
学
校
と
同
第
二
小

学
校
が
統
合
し
萩
ヶ
丘
小
学
校
に
、

平
成
17
年
に
は
、
東
松
山
市
の
緑
山

小
学
校
が
桜
山
小
学
校
に
統
合
、
平

成
19
年
に
鳩
山
町
で
松
栄
小
学
校
が

鳩
山
小
学
校
に
統
合
、
同
年
嵐
山
町

の
鎌
形
小
学
校
が
菅
谷
小
学
校
に
統

合
な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

小
学
校
も
児
童
数
の
減
少
が
原
因
で

同
じ
で
す
が
、
統
合
に
至
る
経
過
は
、

少
し
ず
つ
違
い
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
事
情
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

本
村
の
各
学
校
の
耐
震
強
度
に
つ



い
て

答
弁　

平
成
21
年
３
月
の
広
報
で
お

知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

近
い
将
来
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

答
弁　

教
育
委
員
会
で
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
、
保
護
者
お
よ
び
地
域
の
方
々

に
少
し
ず
つ
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

質
問　

和
紙
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
思
う

（
内
容
）
今
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
つ
い
て

　

来
場
者
の
昨
年
と
の
比
較
は
？

答
弁　

毎
回
、
和
紙
製
造
所
内
受
付

で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

度
は
推
計
で
約
２
３
０
０
人
、
今
年

は
推
計
で
約
３
０
０
０
人
と
し
て
い

ま
す
。

　

費
用
は
予
算
内
で
ま
か
な
え
た
か

答
弁　

２
５
０
万
円
の
予
算
内
で
納

ま
っ
て
い
ま
す
。
前
回
が
２
０
７
万

８
千
円
、
今
回
は
２
０
０
万
円
程
度

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

出
し
物
に
つ
い
て
の
満
足
度
、
反

省
点
に
つ
い
て

答
弁　

村
の
昔
か
ら
の
文
化
お
よ
び

現
在
の
文
化
を
表
現
し
、
ま
た
、
近

隣
地
域
の
文
化
の
流
れ
を
合
わ
せ
て

表
現
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て
い
ま

す
。
反
省
点
は
、
人
手
不
足
に
よ
り
、

本
部
が
本
部
ら
し
く
構
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
。
集
客
人
数
の
把
握
方
法

に
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
。
「
響

き
ま
つ
り
」
で
は
、
構
成
に
十
分
な

検
討
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
一
部

の
売
店
が
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
撤
収
し

て
い
た
こ
と
。
２
日
目
は
、
「
吹
奏

楽
で
楽
し
む
」
が
終
了
す
る
と
、
観

客
が
ぐ
っ
と
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

な
ど
で
す
。

　

和
紙
の
里
の
業
績
は
？

答
弁　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
日
間
に

つ
い
て
は
、
前
年
比
７
・
８
％
の
伸

び
と
聞
い
て
い
ま
す
。

眞
下
議
員

質
問　

郡
域
と
行
政
事
務
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
の
一
般
行
政
事
務
や
広

域
市
町
村
圏
組
合
等
多
く
は
比
企
管

内
に
属
し
、
生
活
圏
も
比
企
地
区
が

多
く
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。

行
政
の
効
率
化
を
図
る
上
で
、
郡
域

変
更
等
を
含
め
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁　

現
在
、
村
の
行
政
事
務
の
多

く
は
比
企
に
属
し
て
お
り
、
秩
父
郡

に
残
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
選

挙
関
係
、
税
務
関
係
、
教
育
関
係
の

教
科
書
採
択
事
務
等
で
あ
り
ま
す
。

郡
域
変
更
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
の
規
定
で
、
県
知
事
が
県
議
会
の

議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
、
総
務
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
郡
域

変
更
の
た
め
の
県
議
会
の
議
決
を
得

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と
と
推
測

さ
れ
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
働
き
掛
け

を
す
れ
ば
、
郡
域
変
更
よ
り
も
合
併

を
推
進
し
な
さ
い
と
の
言
葉
が
返
っ

て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
法
律
等
、
大
変
な
ハ
ー
ド
ル
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
状
の
中

か
ら
無
駄
な
も
の
を
省
き
、
真
に
村

民
の
た
め
の
効
率
的
な
行
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

道
路
整
備
に
つ
い
て

（
内
容
）
災
害
時
に
お
け
る
道
路
の

迂
回
路
は
、
住
民
の
安
全
確
保
や
利

便
性
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の

整
備
の
実
態
と
計
画
に
つ
い
て

答
弁　

村
内
の
道
路
は
、
そ
の
多
く

が
昭
和
40
年
代
か
ら
国
、
県
の
補
助

金
を
受
け
、
生
活
道
路
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
後
改
良
を
加
え
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
集
落
間
の
道
路
に

つ
い
て
も
同
様
に
、
昭
和
50
年
代
後

半
よ
り
多
く
の
道
路
が
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
村
に
全
体
を
通

じ
た
具
体
的
な
整
備
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は

災
害
復
旧
工
事
を
行
い
、
復
旧
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
危
険
と
判
断

さ
れ
た
個
所
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
、

予
算
の
範
囲
内
で
必
要
な
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
工
事

を
予
定
し
て
い
る
集
落
間
連
絡
道
は
、

大
字
大
内
沢
地
内
森
林
管
理
道
沢
向

線
法
面
保
護
工
事
と
千
波
沢
線
舗
装

工
事
の
２
箇
所
で
す
。

質
問　

村
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
県
は
こ
の
程
「
観
光

立
県
宣
言
」
を
し
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の

強
化
や
各
自
治
体
へ
の
支
援
も
積
極

的
に
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
同
時
に

地
域
の
歴
史
や
伝
統
・
文
化
を
守
り

育
て
周
知
す
る
こ
と
も
観
光
資
源
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

本
村
で
は
観
光
振
興
の
た
め
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
計
画
し
て
い
る
か
。

答
弁　

本
年
度
は
、
観
光
資
源
と
し

て
埋
も
れ
て
い
た
皇
鈴
山
の
山
ツ
ツ

ジ
を
見
学
で
き
る
よ
う
、
コ
ー
ス
の

新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く

二
本
木
峠
の
ツ
ツ
ジ
の
群
落
に
つ
い

て
も
、
よ
り
多
く
鑑
賞
で
き
る
よ
う

コ
ー
ス
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
を
６
月
30
日
ま

で
実
施
し
、
今
後
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
募
集
を
７
月
20
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
行
う
予
定
で
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
観
光
は
本
村
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
重
要
な
要
素

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
東
秩
父
村
郷
土
史
年
表 

第
四

版
」
の
刊
行
予
定
に
つ
い
て

答
弁　

村
の
歴
史
年
表
に
つ
い
て
は
、

平
成
３
年
に
改
訂
版
を
出
し
て
以
来

年
月
も
経
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
指

摘
の
と
お
り
で
す
が
、
経
費
、
手
間

等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

手
漉
き
和
紙
技
術
者
、
民
族
芸
能

（
神
楽
・
獅
子
舞
等
）
の
後
継
者
育

成
に
つ
い
て

答
弁　

和
紙
に
関
し
ま
し
て
は
、
細

川
紙
関
係
の
団
体
で
育
成
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
成
果
を
見
守

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
伝
統
芸

能
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
団
体
に
は

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
更
な
る
手
法

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。



　

今
回
の
選
挙
で
選
挙
権
を
有
す
る

方
は
、
７
月
11
日
現
在
満
20
歳
以
上

で
、
本
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
よ
り
投
票
所
の
場
所
を
記
載
し

た
投
票
所
入
場
券
を
世
帯
主
あ
て
郵

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
投
票
に
お
出

か
け
の
際
は
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

投
票
所
は
、
別
表
１
の
と
お
り
で

す
。
第
４
投
票
所
は
、
保
健
セ
ン
タ

ー
が
ガ
ン
検
診
で
利
用
で
き
な
い
た

め
、「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
槻
川
」
と

な
り
、
ま
た
、
第
５
投
票
所
は
、
こ

れ
ま
で
の
大
内
神
社
社
務
所
か
ら

「
大
内
沢
分
校
」
へ
変
わ
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
時
間
は
い
ず
れ
の
投

票
所
も
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
で
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
19
年
に
行
わ

れ
た
前
回
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
　
　
　

７
月
11
日
投
票
日

　

民
主
政
治
と
は
、
最
終
的
に
は
国
民
の
意
思
に
よ
っ
て
政
治
の
あ
り
方
が
決
ま
る
政
治
で
す
。
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
代
表
に
よ
っ
て
政
治
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
主
権
は
国
民
に
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
は
、
国
民
が
政
治
に
参
加
す
る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
す
。
私
た
ち
の

意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

の
投
票
率
は
66
・
32
％
、
ま
た
、
昨

年
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
は
75
・
91
％
で
し
た
。

　

選
挙
は
、
皆
さ
ん
の
意
思
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
大
切
な
機
会

で
す
。
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
、
皆

さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

《
期
日
前
投
票
》

　

選
挙
の
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
、
事
情
に
よ
り
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

で
あ
る
７
月
10
日
（
土
）
ま
で
、
期

日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
の
場
所
は
役
場
で
、

投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
で
す
。

《
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
》

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
自

宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
障
害
の
程
度
を

投
票
の
い
ろ
い
ろ

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
て
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
代
理
投
票
》

　

文
字
を
書
く
こ
と
の
で
き
な
い
方

は
、
自
分
が
投
票
し
た
い
候
補
者
の

氏
名
や
政
党
名
を
係
員
に
書
い
て
も

ら
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

《
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票
》

　

病
気
の
た
め
指
定
病
院
等
に
入
院

し
て
お
り
、
投
票
所
で
の
投
票
が
で

き
な
い
方
は
、
病
院
で
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
院
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
の
開
票
は
、
選
挙
当
日
午
後

９
時
よ
り
、
役
場
２
階
大
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
す
。

開　

票

　

選
挙
に
関
し
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話 

82
‐
１
２
２
６

 投　票　所　　　　　対　象　区　域　　　　　　　  投 票 所 の 場 所（施 設）
第１投票所　　　安　戸　　　　　　　　　　　　東秩父村高齢者生きがいセンター
第２投票所　　　御　堂・奥　沢（萩平は除く）　東秩父村コミュニティセンター
第３投票所　　　萩　平　　　　　　　　　　　　萩平公会堂
第４投票所　　　坂　本　　　　　　　　　　　　東秩父村ふれあいセンター槻川
第５投票所　　　大内沢　　　　　　　　　　　　大内沢分校
第６投票所　　　皆　谷　　　　　　　　　　　　皆谷児童館
第７投票所　　　白　石　　　　　　　　　　　　白石農村センター

別表１ 投 票 所 一 覧

◇投票時間はいずれの投票所も午前７時～午後８時です。

投票所　　 区　域　　　　男　　　　　女　　　　　計
　１　　  安　　 戸　　   ３６３　　   ３６６　　   ７２９
　２　　  御堂・奥沢　      ３５９　      ３５９　      ７１８
　３　　  萩　　 平　         ４０　         ４４　         ８４
　４　　  坂　　 本　      ２５８　      ２５６　      ５１４
　５　　  大  内  沢　      １９６　      ２０３　      ３９９
　６　　  皆　　 谷　      ２０３　      １９１　      ３９４
　７　　  白　　 石　         ５４　         ６６　      １２０

計                  １，４７３  　１，４８５　  ２，９５８

別表２ 選挙人名簿登録者数 ６月２日定時登録日現在



◆採用予定年月日　平成２３年４月１日

◆採用予定人数　一般事務職 若干名

　　　　　　　　　保育士　　　　若干名

◆受験資格

　一般事務職　昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、大

　　　　　　　学、短大、高校を卒業した人、または平成２

　　　　　　　３年３月末までに卒業見込みの人

　保　育　士　昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保

　　　　　　　育士資格を持っている人、または平成２３年

　　　　　　　３月末までに資格取得見込みの人

　※次のいずれかに該当する人は受験できません。

　ア 日本国籍を有しない人

　イ 地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人

◆試験の方法

１ 第１次試験（教養試験）

　　主に公務員として必要な一般的知識および知能を判断す

　るため、それぞれ最終学歴に応じた筆記試験（択一式）を

　行います。

　　 期日 平成２２年９月１９日（日）

　　 場所 東秩父村役場

２ 第２次試験（面接試験等）

　　面接と作文（第１次試験合格者のみ）

村職員（一般事務職・保育士）を募集します
　村では、退職者の補充と、来年度から比企広域市町村圏組合と小川地区衛生組合へそれぞれ１名の職員を２年間派遣す

ることから、次のとおり平成２２年度東秩父村職員採用試験を行います。

        消防職員を募集します
　比企広域消防本部では、消防職員を募集します。

職種と採用予定人員　消防職 １５名程度

受験資格

　　 昭和60年４月２日以降に生まれた方で、平成23年３月

　　 末までに大学を卒業した方または卒業見込みの方

　　 昭和62年４月２日以降に生まれた方で、平成23年３月

　　 末までに短期大学（２年制専門学校含む）を卒業した方

　　 または卒業見込みの方

　　 平成元年４月２日以降に生まれた方で、平成23年３月

　　 末までに高等学校を卒業した方または卒業見込みの方

試験日時

　平成22年９月19日（日） 午前８時30分集合  ９時開始

試験会場　比企広域消防本部

願書受付日時　平成22年８月９日（月）～11日（水）

　　　　　　　（午前９時～午後４時まで）

受付場所　比企広域消防本部管理課（東松山市大字上野本1300－１）

※ 申し込み願書は、消防本部・消防署・分署に準備してあります。

　 詳しいお問い合わせは、比企広域消防本部管理課庶務係

   　 ２３－２２６５

　 比企広域消防本部ホームぺージ

    h t tp ://www.h i k i - sa i tama . jp/119/

         自衛官等募集案内
　防衛省では、航空学生（パイロット）、第２回一般曹候補

生および自衛官候補生の採用試験を次のとおり実施します。

受付期間　平成22年８月１日（日）～９月10日（金）まで

試 験 場　埼玉県内の指定された場所

航空学生採用試験

　（１）応募資格　平成23年４月１日現在、18歳以上21歳

　　　　未満の者で高卒等の男女

　（２）第１次試験期日  平成22年９月23日（木・祝）

第２回一般曹候補生採用試験

　（１）応募資格 平成23年４月１日現在、18歳以上27歳

　　　　未満の男女

　（２）第１次試験期日 平成２２年９月１８日（土）

自衛官候補生採用試験

　（１）応募資格 平成23年４月１日現在、18歳以上27歳

　　　　未満の男女

　（２）試験期日 ９月中旬～10月下旬（予定）の指定され

　　　　る１日、または２日間

※それぞれの併願は可能です。

☆志願・お問合せ・願書・資料の請求

　自衛隊埼玉地方協力本部熊谷地域事務所   048-522-4855

　「埼玉県内市町村職員採用合同説明会」を開催します
　彩の国さいたま人づくり広域連合では、分権時代を担う人材を確保することを目的

に「埼玉県内市町村職員採用合同説明会」を開催します。

　入場料無料、予約不要、入退場自由ですのでお気軽にお立ち寄りください。

※ なお、当村では来年度の職員採用の予定はありますが、合同説明会においてブース

　 は設置しません。

日　時　７月２７日（火）午後１時～６時　　　  会　場　さいたまスーパーアリーナ

問合せ　彩の国さいたま人づくり広域連合　　  　０４８－６６４－６６８１

    警 察 官 募 集
　平成２２年度第２回埼玉県警察

官採用試験を次のとおり行います。

・願書受付期間 

  ７月30日（金）～８月20日（金）

  までの間（期間内消印有効）

・第１次試験日 ９月１９日（日）

  問合せ　小川警察署　74-0110

　 　 期日 平成２２年１１月上旬を予定

 　　 場所 東秩父村役場

◆受験手続

　ア 応募書類

　　 職員採用試験申込書（役場総務課に備えてあります。）

　イ 応募書類の請求

　　 役場総務課へ請求してください。郵送による場合は、

       封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、

       返信用切手１２０円分を同封してください。

　ウ 申込手続

　　 申込書に必要な事項を記入し、役場総務課へ提出して

　　 ください。なお、郵便により申し込む場合は、封筒の

　　 表に「採用試験申込書在中」と朱書してください。申

       込者には後日受験票を郵送します。

　エ 受付期間

　　 平成22年７月20日(火)から平成22年７月30日(金)まで

      （平日午前８時３０分から午後５時１５分まで）

　　 なお、郵送の場合は７月３０日までの消印のあるもの

       まで有効とします。

◆合格発表

　　１１月中に受験者全員に対して合否を通知します。

　　問合せ先　総務課　　８２－１２２６



　

第
25
回
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、
５
月
15
日
・
16
日
の
２

日
間
、
和
紙
の
里
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
「
第
９
回
ふ
る
さ
と
響

き
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
初
参
加
の

武
蔵
越
生
高
等
学
校
の
和
太
鼓
と
埼

玉
葵
連
の
阿
波
踊
り
が
加
わ
り
、
内

手
自
治
会
太
鼓
愛
好
会
と
落
合
太
鼓

愛
好
会
の
合
同
演
奏
、
槻
の
木
コ
ー

ラ
ス
の
合
唱
、
よ
さ
こ
い
踊
り
等
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
25
回
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
、
５
月
15
日
・
16
日
の
２

第　

回
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 
　
　

…
小
さ
な
村
の
手
づ
く
り
ま
つ
り
…

25
第　

回
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 
　
　

…
小
さ
な
村
の
手
づ
く
り
ま
つ
り
…

25

　

16
日
は
「
吹
奏
楽
で
楽
し
む
」
と

題
し
、
東
秩
父
響
き
の
森
奏
友
会
、

東
松
山
市
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

お
が
わ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

吹
奏
楽
団
が
Ｔ
Ｖ
主
題
歌
を
演
奏
し
、

観
客
の
皆
さ
ん
は
聴
き
入
っ
て
い
た

様
子
で
し
た
。

　

両
日
、
創
作
美
術
展
や
村
内
ふ
る

さ
と
市
、
手
づ
く
り
ふ
る
さ
と
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
訪
者
も

手
づ
く
り
の
お
祭
り
を
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
、
充
実
し
た

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま
し

た
。

朝
日
根
八
幡
神
社

　
　

獅
子
舞
保
存
会

▲

▲

大
内
沢
太
鼓
愛
好
会

和
紙
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▲

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り

▲
吹
奏
楽
で
楽
し
む

▲
お
茶
席　

▲

　皆様方にご協力いただきました平成２２年度自動車税
の納税状況が、右表のとおりとなりました。
　本村に登録されている車は1,574台で、昨年比35台の
減少で、村の歳入（県税取扱費）は昨年と比較して
59,414円の減少となりました。また、窓口納付台数の割
合については39.6％となり昨年より3.3％の減となりま
した。
　今後とも窓口納付にご理解ご協力くださいますようよ
ろしくお願いします。

年度　納税台数　   納税額（円）　 村収入額（円）

２０　  ７２１　   26,366,800       527,336

２１　  ６９１　   25,336,000       506,720

２２　  ６２４　   22,365,300       447,306

※平成２２年度村収入額は、予定額です。
　問合せ　税務課　８２－１２２４

自動車税窓口納付のご協力ありがとうございました



　

６
月
４
日
、
学
校
応
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
関
根　

義
さ
ん
（
御

堂
）
の
田
に
お
い
て
、
東
・
西
小
学

校
５
年
生
の
児
童
31
人
が
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い

る
み
ど
り
の
学
校
フ
ァ
ー
ム
の
取
組

で
、
児
童
・
生
徒
が
農
業
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
生
命
や
自
然
、
環
境
や

食
物
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

情
操
や
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
歓
声
を
あ
げ
、

楽
し
み
な
が
ら
苗
を
丁
寧
に
植
え
付

け
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
御
堂
地

区
の
方
々
に
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
田

植
え
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

…
学
校
フ
ァ
ー
ム
…

田
植
え
を
行
い
ま
し
た

　３連覇達成！！
　　　　　　　安戸クラブヒーローズ
　恒例になった「お父さんの甲子園」が、５月２９日・３０日の両日、

長野県上田市を中心会場に開催されました。

　安戸クラブヒーローズは３年連続優勝を目指し、三重県、長野県、

埼玉県チームと戦い、次々と勝ち進み、見事３連覇達成しました。ア

ルプスの山々に雪が残るすばらしい景色の中、選手は年齢を感じさせ

ないプレーを発揮しました。

　同クラブ監督の根岸敏夫さんは、「日頃からこの大会を目標に練習

を重ね、健康維持にも努めています。県内唯一の村で、小学生、中学

生、高校生、社会人が野球やバレーボールで活躍している東秩父。お

父さんチームも少し

でもお手本になれれ

ばと張り切っていま

す。これからもスポ

ーツを通じて、東秩

父をアピールできる

ようお互い頑張りま

しょう。」と話され

ていました。

落合敏男さん優勝！！
第28回春季村民ゴルフ大会
　第２８回春季村民ゴルフ大会が、６月１日に東

秩父村ゴルフ協会主催により小川カントリークラ

ブを会場に男子４９名、女子８名の５７名の参加

で盛大に開催されました。

　当日は初夏のさわやかな空気のなか、日頃から

鍛え抜かれた腕を

競い合いました。

大会は新ペリヤ方

式で実施され、優

勝は落合敏男さん、

準優勝は　田光郎

さん、第３位は梅

澤栄一さんでした。

なお、ベスグロも

落合敏男さんの

７５（３４・４１）

でした。

    子どものしあわせのために
●児童扶養手当制度
　父母の離婚、父の死亡などによって父と生計を同じくしていない

子どもや、父に一定の障害があり、その子どもを育てている方に支

給される手当です。申請を受け付けた翌月分から手当の対象となり

ます。手当の支給は子どもが18歳になった年の年度末（３月31日）

までです。また、一定の障害のある児童は２０歳になるまでです。

所得制限について

　資格のある方は、所得にかかわらず申請できます。ただし、申請

する方やその配偶者、および同居等生計を同じくしている扶養義務

者（申請者の直系血族、兄弟姉妹）の所得により、手当の支給に制

限があります。

●特別児童扶養手当制度
　精神または身体に一定の障害のある２０歳未満の子どもを育てて

いる方に支給される制度です。申請を受け付けた翌月分から手当の

対象になります。

所得制限について

　資格のある方は、所得にかかわらず申請できます。ただし、申請

する方やその配偶者、および同居等生計を同じくしている扶養義務

者（申請者の直系血族、兄弟姉妹）の所得により、手当の支給が停

止になることがあります。　

住民福祉課　福祉担当　８２－１２２１ 

     国民年金免除制度
　国民年金の第１号被保険者で、保険料を納めるこ

とが困難な方には、申請して所得審査で承認された

場合、保険料が免除または猶予される制度がありま

す。

「保険料免除制度」
　所得に応じて「全額免除」・「４分の１納付」・

「半額納付」・「４分の３納付」の４段階の免除が

あります。役場国民年金担当窓口に申請し、年金事

務所で前年の所得などを審査して、承認を受けると

その期間の保険料の全額または一部の納付が免除に

なります。

「若年者納付猶予制度」
　30歳未満の方に限り利用できる制度です。役場国

民年金窓口に申請し、年金事務所で前年の所得など

を審査して承認を受けるとその期間の納付が猶予さ

れます。

　どちらの承認期間も７月から翌年６月までです。

申請される方は、年金手帳、印鑑、雇用保険被保険

者離職票、雇用保険受給資格証等を持参され、お早

めに手続きをしてください。

秩父年金事務所　 ０４９４－２７－６５６１

役場住民福祉課　 ８２－１２２１



◎今後予定のイベント

東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

短　
　

 

歌

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

た
す
き

・東秩父村あじさい花の道

　　　　　　撮影会作品展

　８月１７日（火）～３１日（火） 

　会　場　ギャラリー１階
　
　主　催　東秩父写友会

　参議院議員通常選挙が行われるため、７月１０日（土）・

１１日（日）の両日とも「やまなみ」全館が休館になります。

～ 新刊図書のご案内 ～
＊おさるのジョージ２０冊セット
　　M.＆H .A .レイ　    岩波書店
＊くまのプーさんえほん１５冊セット
　　A.A .ミルン　         岩波書店
＊チャレンジ･ミッケ（新刊）５冊
　　ウォルター･ウィック　小学館
＊ママの足は車いす　　   
　　又野　亜紀子　　  あけび書房
＊かいけつゾロリきょうふのようかいえんそく
　　　　　　　　　　　　原　ゆたか　　           ポプラ社
＊自分の説明書　A型 O型 AB型　 じゃめじゃめ　　文芸社
＊１Q８４（３）　　　　 村上　春樹　　              新潮社
　第56回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書も入
りました。

ポ
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ー
咲
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空
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青
草

青
田
道
防
犯
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二
人
づ
れ
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梢
月

青
田
風
大
手
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せ
り
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利
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篠
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写
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五
月
の
空
に
聳
へ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　

ス
ミ

峡
の
闇
蛍
の
舞
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と
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ほ
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そ
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佐
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つ
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名
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よ
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が
え
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綴
り
し
日
記
思
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出
新
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渡
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京
子

昨
日
逢
っ
た
人
の
如
く
に
さ
り
げ
な

く
話
題
に
入
れ
る
同
級
生
や
好
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
美
枝
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旅
先
に
て
買
ひ
し
芍
薬
サ
ラ
ベ
ル
ナ

ー
ル
大
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と
な
り
見
事
に
咲
き
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巡
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来
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息
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と
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百
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迎
へ
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義
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に
乾
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芝
桜
ポ
ピ
ー
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名
所
人
呼
び
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花
の
話
題
で
そ
ば
屋
賑
わ
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渡
邉
阿
里
子

　
渡
り
来
る
鳥
の
仲
間
も
減
っ
た
の
か

此
方
一
、
二
年
見
え
ぬ
鳥
あ
り

高
令
化
進
み
し
里
に
米
麦
の

作
付
け
減
れ
ば
小
鳥
さ
え
来
ぬ

若
竹
の
一
き
わ
伸
び
し
根
本
よ
り

つ
ぎ

く
落
ち
る
皮
の
音
す
る

と
も
だ
ち

は 

は

山
藤
の
木
々
の
先
ま
で
絡
み
咲
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れ
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赤
き
つ
つ
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今
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火
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消
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小
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美
子



朝

の

あ
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つ
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旭　
　

瑛 

大 

く
ん

え

い

た

生年月日　平成２１年８月４日

　　　　　　　　（ 大字皆谷 ）

お父さん：徹 也 さん

お母さん：理 恵 さん

　はじめまして、えいたです！

　ぼくは、ハイハイとつかまり立ち

が大好き。毎日、あちこち探検して

いるよ。

　ごはんもモグモグいっぱい食べて、

た～くさん体を動かすから、夜もグ

ッスリ寝られるんだ～☆

みなさん、どうぞよろしく！　

　

人
権
の
問
題
を
考
え
た
と
き
、
学

校
で
で
き
る
こ
と
は
、
「
い
か
に
一

人
一
人
の
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
か
」

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
毎
朝
玄
関
で
登
校
す
る
児
童

に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
が
、
あ

い
さ
つ
一
つ
に
つ
い
て
も
、
一
人
一

人
を
大
切
に
す
る
工
夫
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
な
り

に
心
が
け
て
い
る
あ
い
さ
つ
の
仕
方

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
は
、
子
ど
も
の
目
を

見
て
一
人
一
人
に
声
を
か
け
る
こ
と

で
す
。
集
団
で
登
校
す
る
と
、
つ
い

そ
の
集
団
全
体
に
声
を
か
け
て
全
員

に
伝
わ
っ
た
と
考
え
が
ち
で
す
。
し

か
し
実
際
は
、
自
分
の
こ
と
だ
と
は

思
わ
ず
、
反
応
が
返
っ
て
こ
な
い
子

も
い
る
の
で
す
。
全
校
82
名
の
小
規

模
校
で
す
か
ら
、
一
人
一
人
に
声
を

か
け
て
も
82
回
で
す
み
ま
す
。
一
人

一
人
に
声
が
け
す
る
つ
も
り
で
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
「
お
は
よ
う
」
と
い

わ
ず
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
う
こ
と
で
す
。
低
学
年
で
は

「
お
は
よ
う
」
と
言
え
ば
、「
お
は
よ

う
」
と
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。
目
上

の
人
、
目
下
の
人
と
い
う
考
え
も
あ

り
ま
す
が
、
や
は
り
気
持
ち
を
伝
え

る
に
は
、
丁
寧
な
言
葉
遣
い
を
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
あ
い
さ
つ
の
後
に
一

言
加
え
る
こ
と
で
す
。
「
い
い
天
気

だ
ね
」
と
か
「
荷
物
が
重
そ
う
だ
ね
」

と
か
、
気
づ
い
た
こ
と
を
何
か
一
言

付
け
加
え
ま
す
。
こ
れ
を
続
け
て
い

る
と
、
除
々
に
子
ど
も
の
表
情
が
豊

か
に
な
り
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
れ
は
一
つ
の
例
で
す
が
、
今
後

も
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

西
小
学
校
教
頭　

岡
本　

哲
夫

金婚を迎えられたご夫婦を
　　　　お祝いいたします
今年度は
　昭和３５年１月１日から１２月３１日までに
    　　　　　　　　　　　　婚姻届をされた方
　社会福祉協議会では、敬老会の席上で金婚を迎えら

れるご夫婦をお祝いいたします。該当すると思われる

ご夫婦は、８月２０日（金）までに社会福祉協議会へ

ご連絡をお願いいたします。なお、８月２０日を過ぎ

ますと、準備の都合上今年度のお祝いができませんの

でご注意ください。

○対象となるご夫婦
・現在、東秩父村にお住まいで昭和35年１月１日から

　12月31日までの間に婚姻届を提出されたご夫婦

・この期間以前に結婚し、まだ当社協で金婚のお祝い

　を受けていないご夫婦

　　なお、東秩父村に本籍のないご夫婦には戸籍謄本

　を提出していただきます。

　問合せ　社会福祉協議会　 ８２‐１２３８ 

　社会福祉協議会では、敬老会

で演芸の部に出演してくださる

ボランティアを探しています。

歌、芝居、手品等なんでも結構

ですので、ぜひご協力ください。

　なお、応募多数の場合や同じ

ような演目が重なる場合は、調

整させていただくことがありま

す。

　敬老会の開催については次の

とおりです。

○開催日　平成22年9月19日（日）

○会　場　保健センター

　問合せ　社会福祉協議会

　　　　　 　８２‐１２３８
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どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116
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日　　時　７月２４日（土）午前１０時～午後１時

場　　所　コミュニティセンター（やまなみ）調理室

内　　容　米粉パン、その他

募集人数　村内在住または在勤の成人の方　１６名

参 加 費　６００円（材料費）

講　　師　加藤　敦子さん　寄居町在住

申 込 み　７月１６日（金）までに教育委員会へ参加費を添えてお申し込み

　　　　　ください。

そ の 他　エプロン、タッパー（持ち帰り用）、筆記用具をご用意ください。

申込み・問合せ　教育委員会事務局　　８２－１２３０

パン作り教室を開催します！！

所得税の予定納税（第1期分）の納税をお忘れなく！！

所 得 税 の 予 定 納 税 （ 第 １ 期 分 ）

納　　　期　        　平成22年７月１日（木）～８月２日（月）

振替納税を利用
している方

納期限(平成22年8月2日（月）)に指定の金融機関の口座
から自動的に納付されます。納期限前日までに口座の残
高をご確認ください。

その他の方

　納期限までに金融機関または所轄の税務署の窓口で納
付してください。
　納付税額が30万円以下の場合には、送付したバーコー
ド付納付書を使用して、コンビニエンスストアで納付す
ることができます。
　また、インターネットを利用して電子納税をご利用い
ただけます。電子納税をご利用いただく場合の手続につ
いては、e－Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）で
ご確認ください。

（納付する額）
　予定納税が必要な方には、６月中旬に税務署から「予定納税額の通知書」が
送付されます。この通知書に記載された第１期分の金額が納付する額です。
（予定納税額の減額申請）
　第１期分の予定納税の減額申請をする場合は、平成22年7月15日（木）まで
に「予定納税額の減額申請書」を税務署に提出してください。
※納付が期限に遅れますと、期限の翌日から納付される日まで延滞税がかかる
　場合がありますのでご注意ください。
　秩父税務署 　０４９４－２２－４４３３（自動音声案内）

　　　 環境影響評価公聴会を開催します
　　　　 彩の国資源循環工場第　期事業に係る公聴会を開催します。
日　時　７月25日（日）午後２時～４時
場　所　東秩父村コミュニティセンター「やまなみ」２階集会室

※公述申出者がない場合は中止となります。
※傍聴を希望する方は、開催の有無をお問い合わせの上、お越しください。

公述の申出　環境の保全の見地からの意見のある方は、７月12日（月）（必着）ま
　でに、県環境政策課または村保健衛生課にある公述申出書に必要事項を記入
　の上、郵送・FAX(048-830-4770)、 E-mail(a3010-03@pref.saitama.lg.jp)で
　県環境政策課へ申し出ください。
問合せ　県環境政策課 　０４８－８３０－３０４１

　　第１６回東松山断酒会「公開セミナー」
　　　（平成２２年度東松山保健所「メンタルヘルス講演会」）

日　時　８月２８日（土）午後１時 ～ 午後４時（午後１２時３０分開場）
場　所　松山市民活動センター 大会議室
内　容  「気分障害とアルコール関連問題」
　　　　埼玉県立精神医療センター 副病院長　成瀬　也氏による講演
費　用　無料　　定　員　１２０名（当日先着順）
問合せ　東松山保健所 精神保健福祉担当 　　２２－０２８０　

今年のサマージャンボ宝くじは
　  億万長者が１３２人！！
　この宝くじの収益金は市町村の明
るく住みよいまちづくりに使われま
す。
１等　２億円×３３本

前後賞各５，０００万円
２等　１億円×９９本
発売期間 
平成２２年７月７日（水）から
　　　　　　７月３０日（金）まで
抽選日 
平成２２年８月１０日（火）
支払開始日 
平成２２年８月１６日（月）
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第
５６６回全国自治宝くじ）の時効
（平成２２年８月１６日（月））が
迫っておりますのでお忘れなく！

～ひとりで悩まないで～
 「全国親の会」熊谷大会
　
　不登校・ひきこもり・ニート・家庭
内暴力・摂食障害などのお子さんを持
つ方、子育てでお悩みの方、一緒に考
えてみませんか？
日　時　７月１１日（日）
　　　　午前10時30分～午後４時15分
場　所　熊谷文化創造館 さくらめいと
内　容　第１部　体験談と質疑応答

第２部　自律訓練法とディス
　　　　　　　　カッション
講　師　金盛浦子氏
　　　　(東京心理教育研究所所長・
　　　　臨床心理士)
定　員　250人(要予約)保育あり 
参加費　無料
問合せ　NPO法人SEPY（セピィ）
　　　　倶楽部 

　 03-3942-5006

 

身元不明相談所を開設 
　警察では、身元のわからないご遺
体の身元を確認するため、次の日程
で「身元不明相談所」を開設します。
日　時　８月２日（月）・３日（火）
　　　　午前９時～午後５時まで
場　所　埼玉県警察本部地下１階
 　　　　特設相談会場
ご家族の方で
・事故等に遭遇しているおそれがある。
・病気等を苦にして家出している。
などにより、ご心配、お困りの方は、
当相談所へご相談ください。
問合せ 
埼玉県警察本部刑事部鑑識課
　 ０４８－８３２－０１１０



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777
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　　　            ７月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設
　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　７月１６日（金）
　　　　午後１時～３時
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

   ４日　新井クリニック（内科・外科）　　　東松山市　　　　　35-5550
１１日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻科）　　　東松山市　　　　　22-3478
１８日　上野医院（内科・外科）　　　　　　滑川町　　　　　　56-2508
１９日　吉田産婦人科内科医院（産婦人科・内科・小児科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東松山市　　　　　24-1002
２５日　樺澤内科医院（内科・小児科）　　　東松山市　　　　　23-5813

　　　　　乳 幼  児  健  康  診  査
日　時　７月２７日（火）　◎ １歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児
　　 　　　　　　　　　　　　　午後１時３０分～１時４５分受付
　　　　　　　　　　　　　◎ ３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児
　　　　　　　　　　　　　　　 午後１時４５分～２時受付
場　所　保健センター
対象者　◎ １歳６ヵ月児
　　　　　 平成２０年１１月２６日～平成２１年１月２７日までの出生児
　　　　◎ ３歳６ヵ月児
　　　　　 平成１８年１１月２６日～平成１９年１月２７日までの出生児
　　　　◎ ３～４ヵ月児
　　　　　 平成２２年３月１日～同年４月３０日までの出生児
　　　　◎ ９～１０ヵ月児
　　　　　 平成２１年９月１日～同年１０月３１日までの出生児
持参品　１歳６ヵ月児・３歳６ヵ月児＝母子手帳、問診票、歯ブラシ、コップ

３～４ヵ月児・９～１０ヵ月児＝母子手帳、問診票
※平成２１年度まで行っていた２歳児健康診査が、平成２２年度より２歳６ヵ
　月児健康診査に変更になりましたので９月まで２歳の健康診査はお休みです。
問合せ　保健センター　８２－１５５７

　　　　　社会を明るくする運動
　　　　　～毎月7月は“社会を明るくする運動”強調月間です～

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した
人たちの更正について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪
のない明るい社会を築くため、次の活動を推進します。
行動目標　①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
　　　　　②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう
　　　　　③これらの点について、地域社会の理解が得られるよう協力しよう 
重点事項  「立ち直りを支える取組についての理解促進」
　　　　  「犯罪や非行をした人たちの就労支援」
問 合 せ　さいたま保護観察所 　048－861－8287

　　　　　～みんなで防ごう食中毒～　
　　　　　　7月1日から8月31日は、夏期食中毒予防対策月間です

　気温や湿度が高くなる夏期は食中毒に注意が必要です。食品による事故を未
然に防止するため、皆様に以下のポイントについて注意をお願いします。
食中毒予防のポイント
１ 手洗いは、食品衛生の基本です。
 　食べる前、料理の前には手洗いを忘れずにしましょう。
　 生の肉や魚をさわった後は、手を洗ってから他の食品を取り扱いましょう。
２ しっかり加熱して食べましょう。
　生肉やレバーは鮮度がよくても、カンピロバクターや腸管出血性大腸菌
O1 5 7などの食中毒菌に汚染されていることがあります。
　 表面だけでなく、中心部まで十分に加熱すれば食中毒菌は死滅します。
　 肉は栄養価が高く、子どもの成長には欠かせません。正しく調理をお願いします。
 　鮮度がよくても、「生食用」表示のない肉やレバーを生のまま食べてはいけません。

問合せ　東松山保健所 　２２－０２８０

  ◆消費生活豆知識『多重債務』◆

問　多重債務とは何ですか？
答　借金の支払いのため、別の借金
　　をすることの繰り返しにより、
　　借金が雪だるま式に増え、返済
　　困難に陥った状態のことです。

日　時　毎週金曜日
　　　　（祝日・年末年始を除く）
　　　　午前10時～午後3時30分
　　　 （正午～午後1時は除く）
場　所　産業建設課
費　用　無料
問合せ　産業建設課　 82-1223

　夏休み期間中の１日または長期保育
児童を募集しています。
対象児　小学校１年生から６年生まで
　　　 （学童児以外）
期　間　夏休みの期間中 7月21日（水）
　　　　～８月31日（火）
　　　　午前7時30分～午後6時30分
　　　 （延長含む）
　　　 （ただし、8月13日～8月16日、
             日曜日を除く）
保育料　１日保育　3,000円　
　　　　　　　　　（おやつ代含む）
　　　　長期保育　保育料 30,000円
　　　　　　　　　おやつ代3,000円
　　　　延長保育　500円
　　　　　（午前７時３０分～８時）
　　　　延長保育　1,000円
               （午後６時～６時30分）
　　　　迎え利用　500円
　　　　　（東小学校のプールのお迎えのみ）
　　　　※上記の場合は、お弁当持参
　なお、詳細については、児童クラブ
にお問い合わせください。
※１長期保育に関する料金は、それぞ
　　れ夏休み期間一括の料金です。
※２夏休み期間中に楽しい行事の予定
　　もあります。
お気軽にご相談ください！
問合せ　和紙の子児童クラブ
　　　 （月～金曜日 午後1時～６時）
            　８２－０５５２

和紙の子児童クラブからの
お知らせ

  消費生活窓口を開設



世帯と人口

※世帯と人口は６月１日現在、

その他は５月中のうごきです。

工事のお知らせ

　
　

世　 帯　 １，１１９

人　 口　 ３，４８０

　男　     １，７２８

　女        １，７５２

５月中の人口動態

転 入　３　  転 出　５　

出 生　１　  死 亡　６

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

現在、村付近で河川が濁る可能性のある工事です。

県発注工事
・砂防施設工事（集水ボーリング１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】
・地方特定道路（改築）整備工事（皆谷工区その２）
　　　　　　　　　　　　　　　　【皆谷地内】 
・水辺再生１００プラン推進工事　【御堂地内】

村発注工事
・花桃の郷駐車場造成工事【大内沢地内】

　５月下旬の４日間、秩父高原牧場でポピーまつりが
開催されました。ポピーは、牧草地内に約3.5ha植栽さ
れ、５月中は気温が低い日が続き開花が例年より遅れ
ましたが、６月上旬には美しい花を満開に咲かせ、来
訪者を楽しませてくれました。まつりの期間中は臨時
駐車場も開設されましたが、満車となる日もあるほど
たくさんの人が訪れました。

秩父高原牧場でポピーまつり

　ウグイを放流しました！！
　槻川をきれいにする会では、毎年槻川にウグイを放
流しています。
　今年は５月
30日に安戸・
御堂・坂本地
内の３箇所の
槻川において、
近所の子ども
たちと一緒に
放流を行いま
した。

道路上に出ている
　　　枝葉の除去について（お願い）
　県道・村道等道路上にはみ出た枝葉との接触や枝葉の
落下による歩行者・自転車通行人のけが、車両の損傷を
防ぐため、事故の原因となる枝葉の除去をお願いいたし
ます。
　万一、事故が起こりますと樹木所有者は損害に対する
法的責任を問われる場合がありますので、ぜひご協力を
お願いします。　　　  問合せ　産業建設課　 82-1222

　　　東秩父村
あじさい花の道撮影会

　白石地区では、静かな山道にたくさ

んの美しいあじさいの花が多くの方々

を迎えています。

　そこで、東秩父写友会主催により

「あじさいの花の道撮影会」を開催いた

しますので、多数の写真愛好家の参加

をお待ちしております。

撮影会日時　７月４日（日）雨天中止

　　　　　　午前９時～９時30分受付

集 合 場 所　東秩父村白石分校（休校中）

　　　　　　校庭

題　　　材　あじさい花の道に

参  加  費　３，０００円

問  合  せ　東秩父写友会

　　　　　　　８２－０６６０
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た
。
西
小
、
中
学
校
よ
り
1
8

0
件
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
セ
ン

タ
ー
い
っ
ぱ
い
に
展
示
し
、
元
気
あ

る
は
つ
ら
つ
と
し
た
習
字
や
絵
は
、

圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
力
を
感
じ
ま
し

た
。

 

ま
た
、
和
紙
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
は
実
行
委
員
会
の
ご
協
力

に
よ
り
伝
習
館
に
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
館
者
も
多
く
、
大

変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

 

こ
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
村
内
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
村

長
様
を
は
じ
め
、
教
育
長
様
、
小
中

学
校
長
様
方
の
東
秩
父
村
を
愛
す
る

お
力
と
、
陰
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

第
２
回
愛
村
会 

児
童
生
徒
作
品
展
覧
会
報
告

村
議
会
の
皆
様
方
の
お
か
げ
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

菜
の
花
は
、
６
月
中
旬
に
は
種
の

収
穫
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
先

日
、
北
本
市
の
景
観
作
物
振
興
会
の

方
か
ら
、
６
月
中
旬
頃
、
北
本
市
と

一
緒
に
油
に
し
て
は
ど
う
で
す
か
、

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
刈

り
入
れ
て
運
ん
で
油
に
し
て
い
た
だ

き
、
東
秩
父
村
産
の
菜
種
油
が
で
き

る
わ
け
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。
北
本
市
は
、
愛
村
会
発

足
以
来
の
良
き
指
導
者
で
す
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
わ
ず
か
な
手
す
き
の
時
間
を
割

い
て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
愛
村

会
会
員
に
感
謝
申
し
上
げ
な
が
ら
、

第
２
回
愛
村
会
児
童
生
徒
作
品
展
覧

会
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

 
 

愛
村
会
会
長 

福
島 

久
仁
子
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